
「通山小学校の有明音頭伝承活動の取組」 

１．学校名 志布志市立通山小学校 

２．学年・人数 全学年 127人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

  令和７年９月22日～令和７年10月２日 計５回 通山小学校運動場 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和７年10月５日（日） 

  志布志市制施行20周年記念秋季大運動会 通山小学校運動場 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

有明音頭（ありあけおんど） 

⑵ 由 来 

「有明音頭」は，昭和53年(1978年)に有明町町政施行20周年を記念して

企画・制作された町民音頭である。地域の文化や人々のつながりを表現す

るために作られた。 

⑶ 構成等 

  有明町民の一体感を高めるための文化的な取組の一環として，町民に親

しまれている踊りである。地域のイベントや運動会などで踊られることが

多い。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

昨年度，コロナ禍により有明音頭を踊る機会が途絶えていたため，創立150

周年記念事業の一環として復活させた。学校と地域が連携を図り，協力しな

がら有明音頭を踊ることができた。当日は，保護者や地域の方々も多数参加

され，みんなで輪になって踊ることができた。今後も地域と連携しながら，

有明音頭を運動会の演技種目として継続的に伝承していきたい。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【児童】 

・ 今まで練習してきたことを運動会で発表できてよかった。 

・ こんな踊りがあることを知らなかったが，有明音頭は覚えやすくて，楽 

 しく踊ることができた。 

【地域】 

・ 久しぶりに踊ったが，楽しく踊ることができた。 

・ 有明音頭の種目があり，とてもうれしかった。 

・ 今後も運動会の目玉として，有明音頭を全児童と保護者，地域の皆様と 

 一緒に踊ることができるように継続していきたいと思う。 

 

【地域一体となった総踊り「有明音頭」の披露】 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


